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校 長 廣 井 尋 美

感謝状(学校賞)、いただきました ！
～契沖顕彰短歌大会～

２月１日（日）、「第１２回契沖顕彰短歌大会感謝状贈呈式・入賞者表彰式」が行われ

ました。全校児童で取り組み、多数の応募があったということで、本校の取り組みに対

しての感謝状をいただきました。

この短歌大会は、尼崎に生まれた偉人“契沖（学問の科学的研究法・歴史的仮名遣い

の文法の確立をした）”を顕彰し、地域の誇り“契沖”を核に、地域の文化を振興する

ことを趣旨に行われているものです。

皆さんは、“契沖”という方をご存知でしたか？尼崎市民として、他市の方々に誇れ

るよう、略歴を調べてみました。

寛永17年(1640年)、尼崎藩主青山行成に250石で仕えた下川元全の三男として、尼崎の北城内辺

りに生まれる。幼少時、父から『実語経』、母から『百人一首』等を学び、11歳で大阪今里の妙法寺に

入り、真言宗の僧となり、それらが契沖の生き方の基礎となる。24歳で阿闍梨(あじゃり)位を授かる

が、出世を望まず、己の信じる仏道者の道をひたすら歩む。よき理解者の水戸光圀の死に殉ずるか

のように、元禄14年1月25日、62年の生涯を閉じる。

この間、契沖は、40歳の半ば頃、光圀から依頼の『万葉集』の全注釈書『万葉代匠記』を始め、そ

の後、歴史的仮名遣いを発見、体系化した『和字正濫鈔』などを従来にない論理的実証法で著し、国

学の大成者本居宣長などから“古学の祖（新しい古典研究の創始者）”と称えられる。

詠草集“契沖阿闍梨の略伝”より抜粋

当日は、♪契沖音頭♪の披露や児童・生徒・一般の方々の表彰式や入選歌の発表もあ

りました。

成文小学校児童の入選歌です。

尼崎市教育委員会賞 ３年女児

かくれんぼ かくれているのに みつかった

わたしのかげが 出ちゃってたから

契沖賞 ６年女児

先生に 教えてもらい ピアノひく

目をつぶると おんぷが見える

山の井賞 １年女児

けんだまで いろんなわざが できちゃった

しゅりけんめざせ けんだまめいじん

山の井賞 ３年女児

かえるとね いつも一人だ さびしいな

ままがかえると わたしはえがお

山の井賞 ３年男児

秋がきた すずしい風は しずかだな

しずかな場所で 本を読もうね

山の井賞 ４年女児

うちの犬 あそんでほえて ねてるだけ

だけどみてると いやされるんだ

山の井賞 ４年男児

もうだめだ なみだとあせで いっぱいだ

でもがんばるぞ みらいのために

山の井賞 ５年男児

授業中 ふと窓のそと 見てみると

南は工事 北は山々

山の井賞 ６年女児

今までの 感謝をこめて ありがとう

今もこれからも 大事な家族

“契沖”の略歴の中で、幼少時、母から『百人一首』等を学び、というくだりがありました

が、本校でも、教室で継続して『百人一首』を学んでいる児童がとてもたくさんいます。

きぶね神社での「五色百人一首大会」を経て、第16回五色百人一首兵庫大会に出場し、

優秀な成績をおさめた児童がいますので紹介します。

桃色の部 優 勝 ２年女児

緑色の部 第３位 ２年女児

改めて、《継続は力なり》を実感させてもらいました！！

５年生の教室掲示物です。



学校保健委員会開催のご案内

本年度の学校保健委員会は、山下眼科医院 院長 山下 秀明先生（本校眼科校医）

をお招きして、「子どもの視力低下を予防するために」というテーマでご講演いただく予

定です。

本校の児童の約３割は視力が1.0未満です。また、中学、高校と年齢が上がるとともに、

視力の低下する子どもが増えていきます。なるべく視力を低下させないためにご家庭でで

きることを教えていただきます。また、目をけがしたときの手当ての仕方、色覚異常につ

いてもお話しくださいます。

また、児童保健委員作成のビデオ「成文ニュース 特集 むし歯よ！さようなら！」も

見ていただきます。４年生から６年生の保健委員１７名が出演しています。

ご多忙の折とは思いますが、お近くの方々をお誘い合わせの上、ぜひご出席くださいま

すようご案内致します。

当日の参加、大いに歓迎いたします。

１ 日 時 平成２７年２月１８日（水） 午後２時４０分～午後４時１５分

２ 場 所 本校 視聴覚室

３ 内 容 ・児童保健委員会のビデオ発表

「成文ニュース 特集 むし歯よ！さようなら！」
・講話 ｢子どもの視力低下を予防するために」

山下眼科医院 院長 山下 秀明先生（本校眼科校医）

 
子どもの視

力低下を防

ぐには・・・。 
 

目のけがを

したら・・・。 

【新校舎完成間近】

【県指定 愛鳥モデル校】
学校敷地内において、めずらしい野鳥をよく見かけます。春から夏にかけては、コアジ

サシを見かけます。その他に、ムクドリ、アオサギ、ホジロ、モズなど５０種類以上の野

鳥が学校園内を飛び回っています。２月の委員会活動の時間、飼育委員会のメンバーが巣

箱を校内の樹木に設置しました。野鳥が巣に入ってくれることを大いに期待しています。

時計がとっても見やすいです。

さて、屋上のこの円形の建物は？




